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滑筋腫であった.腎 平滑筋腫 は本邦 では44例目にあ
たる.
出血性腎嚢胞の所見を呈 したベリニ管癌の1例:東
田 章,福 井辰成,小林義幸,藤 本宣正 中森 繁,
伊藤喜一郎,佐 川史郎(大阪府立),虎頭 廉(同病理)











(和歌山医大)症 例は63歳,男性.平 成5年8月 頃



































岡本雅之,郷 司和男,森 末浩一,藤 井昭男(兵 庫成















































ザ ーパ よ りの持続 動 注に よ り転移 巣 の壊 死 線 維 化 が摘
出病 理 標 本 で 確認 され た.cepharanthineは腎 癌 の
内 因性 多剤 耐 性 克 服薬 剤 と してinvitroで有 効 で あ
った.臨 床 応 用 と して抗 癌 剤 との 動 注療 法 の有 効 性 が
認 め られ た の で こ こに 報 告 した.
腎と膀胱の同時性重複癌の1例=鶴 崎清之,米 田幸
生,上川禎則,金 卓,坂 本 亘,杉本俊門,早 原
信行(大 阪総合医療セ)患 者は61歳,男性.平成5
年12月13日,肉眼的血尿を主訴 として受診 入院後










佳久,大 部 亨(明石市民),近藤徳正,水 谷不二夫
(同産婦人科),川端健二(同病理)45歳,女 性.
下腹部腫瘤を主訴に当院産婦人科受診.卵 巣腫瘍の診
断下,子 宮 ・左卵巣全摘術施行されたが,病 理診断に
て卵巣は転移性腎細胞癌 と診断 され,当 科へ転科.











無機能腎に発生 した腎細胞癌の1例:月 川 真,高

















若 年 者 に発 生 した腎 細 胞 癌 の1例:内 藤 泰行,西 田
雅也,南 口 尚 紀,植 原 秀 和,浮 村 理,米 田公 彦,今 出
陽一 朗,中 川 修 一,内 田 睦,渡 辺 決(京 府 医 大)
22歳女 性.顕 微 鏡 的 血 尿 を 主 訴 に 当 科 受診.画 像 診
断に て 右腎 下 極 に 直 径 約5cmの 腫 瘤 が認 め られ た.
経皮 的右 腎 腫 瘍 生 検 に て,腎 細 胞 癌 と の 診 断 を え た
ため1994年2月9日,根 治 的 右 腎 全摘 除 術 を 施 行 し
た.摘 出腫 瘍 は5.0×4.0×2.5cm,暗赤 色 充 実性 で 被
膜に 覆 われ て い た.病 理 組 織 診 断 は,expansivety-
pe,alveolartype,clcarcellsubtype,grade2,
pT2NOMOVOであ った.術 後経 過 良好 に て,手 術 後
18日目に退 院 とな った,本 症 例 を 含 め 当教 室 が これ ま
でに 経 験 した 腎 細 胞 癌 症例130例の うち20歳代 は2例
1.5%,30歳代 は3例2.3%と40歳未 満 の若 年 老 は5例
3.8%を占め て い た.以 前 に経 験 した4症 例 はす べ て
10wstageで6年以 上 生存 して お り,本 症 例 もIow
stageであ る こ と よ り今後 長 期 生 存 が 期 待 で き る.
原発性尿管上皮内癌の1例=原 田泰規,黒 田秀也

















之,落 合 厚,三 神一哉,大 嶺卓司,杉本浩造,寺崎
豊博,河 内明宏,渡辺 決(京府医大),今宿晋作(同













































自験例も含め本邦6例,英 文2例 の計8例であ り,こ
れらを集計し若干の文献的考察を加えた.
膀胱平滑筋肉腫の1例:前 田浩志,岡 本恭行,斉藤
宗吾(三聖),山中 望(神鋼)26歳 男性,主 訴は尿













膀胱平滑筋腫の1例:高 梨忠朗,小 池 宏,薮元秀












膀胱腫傷 リンパ節転移 に対 し末梢血幹細 胞移 植









当科 に 入 院 した.CDDPl40mg×1,Etposidel20
mg×3のPE療 法2コ ース の後,PBSCT併 用下 に
CBDCA500mg×3,Etoposlde500mg×3の超 大
量 化学 療 法 を 施 行 しtc.WBCnadirは900!mm3,W・
BC数1,000!Mm3以下 は2日 間,血 小 板 輸 血 は10単
位 を4日 間施 行 した が軽 度 の食 思不 振 以外 著 明な 副 作
用 は認 め な か った.頸 部 お よび 腋 窩 リソパ節 は著 明に
縮 小 しPRと 判 定 した.3ヵ 月 を 経過 してPRを 継
続 中 で あ る.
前部尿道に発生した原発性男子尿道癌の2例:野 島
道生,宮永武章,藪 元秀典,森 義則,生 駒文彦(兵
庫医大)症 例162歳 男性.主 訴は排尿困難と外尿






過中.症例2:52歳男性.主 訴は発赤,疹 痛を伴 う左
鼠径部腫瘤.同 部の生検よりSCC・既往に完全包茎,

















し,CAF化 学療法を2ク ール施行 し肺転移巣とリソ
パ節の著明な縮小がえられ,一 旦退院 したが,そ の後
再燃をきた し術後4ヵ月 目に死亡した.
精巣鞘膜に発生 した悪性中皮腫の1例=中 村吉宏,


































五十川義晃,白 波瀬敏明,金丸洋史,竹 内秀雄(公 立
豊岡)症 例は67歳,男性.左下肢の浮腫を主訴に本院














虫 垂 を 用 いた 膀 ス トー マMainzpouch手術 経 験:
岡 田裕 作,若 林 賢彦,濱 ロ晃 一,影 山 進,坂 野 祐
司,友 吉 唯 夫(滋賀 医 大),田 中 努(豊 郷)虫 垂 を 導
尿路 に利 用 したMainzpouchは,Kockpouchや
Indianapouchと比 べ 導 尿 困難 尿 失禁 も 少 な く,
鵬 ス トーマ にす る こ とに よ りボ デ イ ーイ メー ジ も優 れ
て い るた め に,現 在 も っ と も理 想 的 な非 失 禁 ・導 尿 型
尿路 変 向 とい え る.本 法 は,パ ウチ形 成 に右 結 腸15
cmと 回 腸30cmを 用 い,逆 流 防 止 はGoodwin法,
失 禁 防止 はteniaを使 いLich・Gregoir法に 準 じた
粘 膜下 トンネ ル法 で 行 い,泌 尿 器科 医 に とって 易 し く
確実 な方 法 で あ る.虫 垂 は6cm以 上 の 長 さ と16～
18Frの拡 張 がで き るこ とが 条件 とな る.1993年3月
か ら4例(1例 は術 直 後)に 対 して 行 い,全 例 で 完全
な尿 禁 制 が え られ,水 腎 症 もな くきわ めて 良 好 な成 績
を え て い る.も し,虫 垂 が 利 用 で き な い場 合 に は,
ilealpatch法に よるIndianapouchへの 変更 が可
能 で あ り,す べ て の症 例 に応 用 可 能 であ る.
上行結腸利用新膀胱内に発生 した大腸腺腫の1例:














見 孝,黒 岡公雄,百瀬 均,妻谷憲一,坂 宗久,














た.し かし,左 腎動脈造影では,血 管系に異常を認
め,CTに よって腎被膜下血腫と診断された.また腫








朴 英哲,国 方聖司,栗 田 孝(近 畿大)症 例は64
歳,男性.主 訴は肉眼的血尿,膀胱タンポナーデ,自
宅でガラス戸に誤 って転倒 しガラス片にて左背部受傷















所),米田幸生,鶴 崎清之,金 卓,坂 本 亘,杉
本俊門,早 原信行(大 阪総合医療セ)症 例は44少性
歳女性,主 訴は肉眼的血尿,既往歴は特発性血小板減
紫斑病.現 病歴は数年前 よ り時々肉眼的血尿 を認め
るため1993年11月26日当科受診,エ コー.DIP,腹部
CTで 両腎の腫瘤性病変を認め12月20日入院.現症は



















察期間別の成績は1～6ヵ 月12例中,尿 蛋白 ・潜血陰
性化5例,改 善2例,不 変5例,7ヵ 月～1年4例
中,陰性化1例,改 善2例,不 変1例,1～3年3例






認めた1例:東 野 誠,松 宮清美,高 原史郎,奥 山明
彦(大阪大),松村洋子,木 村 正(同 分娩育児部)
レシピエントは36歳の女性.既 往歴 ・家族歴に特記す










たかぎりCYA服 用時 の妊娠出産例で,児 に多重奇
形を認めた1例 目と思われる.
腎孟外溢流の5例;山 田龍一,坂 上和弘,本 多正
人,中村正広,藤 岡秀樹,若月 晶(公 共近畿中央)
当科で経験 した5例 の腎孟外盗流を報告する.原因疾
患は結石2例,後 腹膜線維症2例,尿 管腫瘍1例 で,
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治療は結石1例 と後腹膜線維症1例 は保存的に,結 石
1例はESWLとDJカ テーテル留置,後 腹膜線維症





















織学的には好中球の浸潤を認 め る肉芽形成 が見 られ
た.悪性所見は認めなかった.
左陰嚢内容欠如を伴った下大静脈後尿管の1例:西






















右RP,左APに て左右 の嚢状陰影は尿管憩室 と
診断された.尿細胞診はクラスVであった.両 側多発
性尿管憩室を合併した左尿管腫瘍と診断し,左腎尿管









河合誠朗,吉 本 充,田 中 寛,前 川正信(大 野記
















尿閉に よる腎後性腎不全 で来院 尿道 お よび膀胱















二,岩 田裕之,岩 井謙仁(和 泉市立),田中 勲(同
病理)症 例1:26歳,男性.主 訴は排尿終末時痛,
肉眼的血尿.ア レルギー性鼻炎のため トラニラス トが
処方された.処 方37日目より肉眼的血尿,排尿終末時




男性.主 訴は排尿終末時痛,頻尿.鼻 炎のため トラニ
ラストの処方を受 けた.そ の1ヵ月後,排 尿終末時
痛,頻 尿,軽度肝機能障害,尿WBC柵 を認めた.服
用中止後14日目には症状は消失 し尿WBCも 正常と
なった.退院後,ト ラニラス トを再び服用 したところ
再発し,服用中止7日後の尿検査は改善し症状も消失
した.2症 例とも トラニラス トの リンパ球幼弱化試験
は陰性であった.
長期尿道 カテーテル留置時の管理について'柏 原






った.結 果は,前者は57,0患者 ・月/回,後 者は106,































管が両側ともL5か らS2レ ベルで狭小化 していた
ため,DJカ テーテル留置を行った.CTで は大動脈
分岐部付近で後腹膜腔に尿管を巻き込むように軟部組










例:小 川 修,寺 地敏郎,寺 井章人,算 善行,吉 田














の1例:原 恒男,野澤昌弘,西 村憲二,岡 聖次(箕
面市立),山 ロ誓司,吉 岡俊昭(大阪大),長船匡男













精巣嚢胞の1例:山 本員久,上 田陽彦,増 田 裕,
日下 守,岩本勇作,和 辻利和,平井 景,高崎 登,



















































































































お い ては,骨 シ ンチ,dualpnotonabsorptiometry
(DPA)が 有 用 で あ った.手 術 時 間 の モ ニタ リングに




口利信,小 角幸人,吉 岡俊昭,高 原史朗,三木恒治,
































院にもESWLが 導入 されてお り今後尿路結石に対
する手術の増加が予測される.また近年膀胱腫瘍に対
して化学療法併用放射線療法による膀胱温存も試みて
おり膀胱全摘術がやや減少傾向であ った.
